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たずね歩き消防団 BOSAI
KO B E
MI RAI

29 28

30年以内に東南海地震は70％、南海地
震は60％の確率で発生すると言われていま
す。加えて唐櫃台は高槻・有馬構造線をは
じめ、多くの構造線上に位置し、地震が発
生すれば甚大な被害が出ると予想されます。
日本に住んでいれば人生のどこかで地震に
遭遇すると知っていても、訓練の機会がなけ
れば緊急時に何ができるか未知数です。世
代交代が進む教育現場では、災害発生時
のノウハウを毎年確実に伝えていくことが必
須の要件となっています。唐櫃台地区では、
自治会・幼稚園・小学校・中学校・高等学
校が一体となって取り組んでいます。
●地域防災教育活動実施
7月15日、神戸北高校で「第2回地域防
災教育活動」を実施しました。前回の「水消
火器」「放水体験」「バケツリレー」「簡易担
架」「地震体験車」に、「煙体験」を加えて6
種類の訓練をおこない、炎天下ではありまし
たが、神戸北高生徒581人、唐櫃中学校
生徒70人、唐櫃小学校生徒477人、防災
福祉コミュニティ50人、そして職員と見学
の唐櫃幼稚園児も含め約1,300人が貴重な
体験をしました。並行して福祉センターでは

小学4年生の給食用にカレー150食の「炊き
出し」がおこなわれました。
リーダーになる生徒は前日に、消防署員
の方々から簡潔で実践的な指導をいただき、
当日は自信を持って自主的な判断で行動し、
訓練の核となり高校生といえども立派に役目
を果たせることを示しました。
この活動は消防団、防災福祉コミュニティ
の皆さまの応援がなければ成立しません。ま
た、神戸市消防音楽隊の皆さまには演奏で
閉会式に花を添えていただきました。お礼申
しあげます。
●神戸北高校　耐震工事始まる
唐櫃台の神戸市指定収容避難所には唐
櫃小学校、唐櫃中学校、神戸北高校が指
定されております。阪神・淡路大震災におい
て唐櫃小学校は避難所を提供するほかに、
屋上タンクの水を住民に提供するなど、防災
拠点としての機能を発揮しました。本校は平
成22年に神戸市指定収容避難所に指定さ
れましたが、地震被害の影響が残っており、
今年度夏ようやく耐震工事が開始されます。

（神戸北高校　教諭　池田邦子）

7月17日、神戸市立フルーツフラワーパー
クの多目的広場において、消防団・防災福
祉コミュニティ総勢240人が参加して、大沢
支団と長尾支団の合同夏期訓練を実施しま
した。両支団は親交も深く、過去には林野
火災の合同訓練を計画し、残念ながら降雨
のため中止になったこともありました。
大沢、長尾の両町境には近年、ニュータ

ウンや大型ショッピングセンターができて人の
往来が増え、公園などでは花火遊びやバー
ベキューなどで火を使うことも多くなり、万一
に備えて支団の協力体制が必要になってき
ました。前長尾支団長の山谷さんと合同訓
練の話をするようになり、1月には実施日を決
定しました。その後、4月から交代した長尾
支団の採田支団長と訓練内容について、
北消防署北神分署1係の指導を受けながら
打ち合わせを重ねました。
その結果、消防団は基本となる規律訓練

と小型動力ポンプ放水競技、防コミは防火
防災救急訓練の実施が決まりました。一般
的な訓練ですが、支団合同での実施は初め
てで、お互いが意識しながら緊張した雰囲気
の中での展開になると考えました。

訓練当日は朝からカンカン照りで熱中症な
どの心配もありましたが、故障者も出さずに半
日の訓練を終えることができたのは、気合の
入った参加者の取り組み姿勢の結果だと思
います。激励にお越しいただいた方々からの
合同訓練への賞賛のことばを聞き、「実施し
て良かった。また来年もできる」と感じたのは
私だけではなかったと思います。この訓練にご
尽力いただいた消防署及び支団本部の皆さ
ん、そして会場設営担当分団の皆さんに、こ
の場をお借りして改めてお礼申しあげます。
大地震への不安は募りますが、東日本大
震災の教訓を生かし、町民の皆さんの安全・
安心のためはもちろん、消防団員一人ひとり
が自身の安全を守るためにも、さらに防災意
識の徹底を図りたいと思います。

支団合同夏期訓練実施
北消防団大沢支団長
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